
　名　称

　代表者

　住　所

■　目標値の達成度

□指標：アンケートによる満足度 （単位：％　）
令和７年度 令和８年度 令和９年度 令和10年度 令和11年度

目標値 60 60 - - -
実績値 85 - - - -

差 25 - - - -
□指標：行為許可の件数 （単位：件　）

令和７年度 令和８年度 令和９年度 令和10年度 令和11年度
目標値 10 10 - - -
実績値 7 - - - -

差 △ 3 - - - -
□指標：行為許可の面積の計 （単位：㎡　）

令和７年度 令和８年度 令和９年度 令和10年度 令和11年度
目標値 1,000 1,000 - - -
実績値 4,226 - - - -

差 3,226 - - - -
□指標：広報の回数（ホームページ及びＳＮＳの更新回数）

　　　（月1回以上及び年15回以上） （単位：回　）
令和７年度 令和８年度 令和９年度 令和10年度 令和11年度

目標値 15 15 - - -
実績値 42 - - - -

差 27 - - - -

■　モニタリングの総合コメント

令和７年度　指定管理者モニタリングレポート

施設名 下関市都市公園彦島エリア

所在地
彦島迫町（彦島地区公園）・彦島弟子待町（彦島南公園）

彦島福浦町（福浦金比羅公園）・彦島江の浦町（彦島広場公園）

彦島エリア公園管理共同事業体

株式会社彦島造園　代表取締役　内田　俊意

下関市彦島緑町３番１８号

　都市整備部公園緑地課

　ＴＥＬ　：　０８３　－　２３１　－　１９３３

　Ｅ－ｍａｉｌ　：　tskoenry@city.shimonoseki.yamaguchi.jp 

指定管理者

モニタリングの
実施方針・方法

等

　本施設の管理運営業務の確認に当たっては、管理運営状況を事業報告書、実
地調査、利用者アンケート、指定管理者へのヒアリング等により把握しまし
た。その後、指定管理者の選定に用いた選定基準等に示された項目ごとに、次
葉のとおり、具体的な業務の実施状況等についての確認結果をコメントした上
で、「モニタリングの総合コメント」及び「今後の業務改善に向けた考え方」
を記載しました。

担当部課
（問合せ先）

　指定管理者制度導入初度目に当たる令和７年度は、行為許可の件数については目標値を下回りましたが、その他の
指標については目標値を上回っており、特に行為許可の面積については自主事業の実施により大きく上回りました。
管理運営業務は概ね適切に実施されており、指定管理者制度の導入目的は、一定レベルで達成していると評価できま
す。

　本施設の設置目的は、都市公園の健全な発達を図り、もって公共の福祉の増進に資することです。管理運営業務の
実施状況については、施設の設置目的を達成しながら、指定管理者制度導入の目的である市民サービスの向上を果た
しています。また、施設の維持管理、業務の実施、自主事業の実施についても適切に行われており、総合的に判断し
て良好と評価します。
　今後も民間企業ならではのノウハウを生かし、利用者の増加に向けた努力や工夫が継続されることを期待します。



■　今後の業務改善に向けた考え方

基本的な考え方（施設の性格・目的等との合致、市民の平等な利用の確保、施設の効用発揮）

　合目的性・公平性・効果性

業務内容

　機能性・独創性（事業への具体的な取組方）

　責任性・実行性（施設の運営体制や組織）

　明瞭性・規律性（適正な事務や経理）

　安全性（安全管理、緊急時等の対応）

　社会性（環境等への配慮）

事業収支

　経済性

団体の経営状態

　経営の健全性

　管理運営業務において、ハード面では、利用者からの大きな苦情・意見もないことから、指定管理者の努力により
良好な水準を維持していると判断します。今後も良好な水準を維持することを求めます。ソフト面では、年間を通じ
たイベント開催などの企画・実施やＳＮＳ等の活用により利用者の増加・満足度向上に努めるよう求めます。

　施設の安全・維持管理等、施設の設置目的、業務仕様書等に基づき適正に管理運営が行われました。施
設運営や利用者への対応については、公園利用者が公平・平等に利用できるよう努力していました。

　事業運営に関する業務を事業計画に則して適切に実施していました。
　また、公園ならではの自主事業を企画する等、利用促進に努めていました。

　業務遂行に必要な人員配置や管理体制の維持に努め、人員が過不足なく配置され適切に管理していまし
た。
　施設の運営に当たっては、管理責任者と市が緊密に連絡を取り、業務等に関する情報共有が図られてい
ました。

　利用料金収入について一部不適切な処理がなされていたものの、施設管理費等の支出については適切に
処理されていました。その他、毎月の業務報告も遅滞なく行われていました。

　利用者の安全を確保するため、定期的な巡視を毎月行っており、危険性のある公園内の樹木や施設の早
期発見に努めていました。作業は複数人で行い、安全措置を講じた上で作業を実施していました。

　作業の効率化・平準化を図り、作業車両台数の削減に努めるとともに、アイドリングストップ等の遵守
に努めていました。また、作業で使用する機材（トリマー、チェーンソー等）の電動化を行い、二酸化炭
素排出抑制及び騒音対策に努めていました。

　支出について、当初計画の範囲内において適正に執行されていました。安定的かつ継続的に本施設を管
理運営できる範囲内であると認められます。

　指定管理者から提出された財務諸表等を分析した結果、財務状況については、特に大きな課題や問題は
ないため、経営状態は健全と判断しました。



利用者から寄せられた苦情・意見等とその対応状況
日付 内容 対応

R7.7.22 公園内にハチの巣がある。 注意喚起の看板設置及び駆除を行いました。


